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平成 16 年の開学当初から客観的臨床能力試験（Objective 
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D では全員，課題 C では９名であった（表４・表５・表６・表７）．
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的学修の機会が限定された．しかし，その中で学生全員は，
学修時間を確保し，技術練習を実施していたことから，OSCE
が学修の動機づけになっていたものと推察する．
　次に事前学修の成果が「発揮できた」理由として，「産婦の
状態に合わせ練習した」 ・ 「実践を想定して練習した」 ・ 「流れを
頭で考えて練習した」があげられた．また，「発揮できなかっ
た」理由として，「てんぱってしまった」 ・ 「練習不足なところが
あり，緊張した」 ・ 「基礎的なところで不足している」であり，
緊張と練習・知識不足があったといえる．この「緊張」につ
いて，高橋４）・山海ら５）はその要因の一つは自己の技術の未
熟さにあるという．したがって，技術の未熟さと「緊張」が
関連することから，繰り返しの練習が必須となる．
２．助産学 OSCE 運営について
１）ステーション環境について
環境を問う項目は室温・湿度・騒音・空間等であったが，
学生からの回答は全て室温に関するものであった．2月という
冬期間の OSCE 時期を考慮すると適度な室温設定が一つの
条件といえる．OSCE 当日は一室で複数課題を実施するため，
他のステーションからの騒音や空間の狭さ等を危惧したが，
それらは OSCE の支障とはならなかったと考える．
２）使用物品について
物品した分娩台は「練習していた分娩台と異なったため，ボ
タン操作に戸惑った」と評価し，分娩モデルは「排臨と発露
の区別がつきにくかった」ことをあげている．異なる分娩台
による戸惑いは，授業の中で解決可能である．分娩台の使
用前には，異なる分娩台を使用し操作方法を熟知することを
説明していく．また，分娩モデルでは分娩進行の区別がつき
にくかったという意見があった．既存のモデルにおける限界も
あるため，モデルを操作する担当者の熟練が必要となる．
OSCE の効果をあげるためのモデルの使用について，村本
ら６）は「臨場感の演出を創り出すこと」が必要と述べている．
使用物品や演習方法を工夫し，臨場感を演出できるよう継続
して検討していく必要がある．
３．学生の学びについて
１）模擬患者を活用した課題Ａについて
　課題 A は他とは異なり，模擬患者に協力を得て「保健指導」
を実施した．学生は「心配事を聞いて解決してから説明して
いった方が説明を聞きやすい」 ・ 「何のために必要なのかを説
明した」・ 「どのような言葉だと理解しやすい」等，効果的な
助産提供を考えながら実施していた．また，「相手に確認し
ながら」 ・「質問してください」 ・「確認してくれたことが安心した
と評価を受けた」等，指導内容の理解度を確認することの必
要性を評価していた．さらに，「一方的な指導になってしまっ
た」 ・「威圧感を与えていなかった」 ・「体の向き，手振りや笑顔
Ⅴ．考察
1．事前学修について
　事前学修時間は 2～16 時間と幅があった．その学修内
容は学生全員が教科書・資料を確認することと，技術練習
であった．技術練習の場であるシミュレーションラボには，
OSCE課題に関連した必要物品を揃え，学修環境を整備した．
また学生から質問があった際には，教員が適宜指導を実施し
た．今回事前学修の期間は，国家試験終了後の約1週間で
あった．この期間は A 大学の入学試験前であり，学内への
立ち入りが制限された期間であった．そのため，一部の自主
表８　OSCE による発見と今後への活用
・基本的な技術の中で不足していたことを明らかにすること
ができた．その点に注意して，今後の練習や実践で注意
点として行動していこうと思う．
・自分が抜けている部分がわかり，今後どの部分を深めれ
ばよいのか分かった．
・知識不足（アプガーや吸引，児の全身観察項目）や手技
の不十分（児の屈位を保つ時期，児娩出時の保持の仕方）
さ，パンフレット（保健指導）に頼っていた部分があり，
具体的な課題が明確になった．
・自分のできていなかった点について確認できたので，復習
をして就職してから役に立てていきたい．
・自分ができていない部分や，実習を通して身に付いた部分
を確認することができた．
・できていない部分を踏まえて再度学習しなおしたい．
・緊張したが，緊張感のある場面に徐々に慣れることができ
たのでよかった．
・自信のないところは緊張しているとやはりできないと思っ
た．
・緊張してしまうと，頭が真っ白になる傾向になるので，落
ち着いて取り組みたい．
・自分が出来るようになった部分が発見できてよかった．
・保健指導では，実習の成果が出ていた気がする．
・理解できている部分は考えなくても体が動くので，もっと
練習して体が勝手に動くくらいにする必要があると感じた．
そうしたら，どんな場面でも適切な対応を取れるようにな
ると感じた．
・実践を想定したオスキーを経験することで，実際に自分が
学習不十分なところや弱いところが明らかになるので，臨
床に行く前に学習・練習していこうと思う．
・きちんと知識として確認した上で，技術の確認を行ってい
く必要があることに気がつくことができた．
・実践では普段勉強していることでも頭から抜けてしまい，
　配慮できていないことがあったので，今後も勉強を続けて
いきたい．
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自己の成長につながる，主体的な学習や技術練習につながる
ため有意義であるという．まさに OSCE を通し，学生は自己
を振り返ることにつながっていた．学生の主体的な学修を促
すためには，学修意欲を引き出す必要があり，そのためには
学習成果を自らが実感することや，看護実践が他者から評価
されることによって，実践能力を把握することが必要である．
助産師としての自己の傾向を分析できたことは，さらに学修者
の内発的動機づけに働きかける効果があり，修了前のこの時
期に必要な教育方法であると考える．今後も，課題内容，期間，
模擬患者・シミュレーターの使用等の検討を重ねていきたい．
　謝辞：本研究の実施にあたり，調査にご協力していただい
た A 大学助産学専攻科生の皆様に感謝いたします．
尚，本研究は 2011年度科学研究費補助金・基盤研究（C）
(課題番号 23593303)の交付を受けた研究の一部である．
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についての評価」という評価により，自己の指導時の対応を
振り返る機会となった．本課題で学生は模擬患者が存在する
ことで，対象の反応を見ながら，実施した保健指導の効果を
確認するという主体的な関わりにつながったといえる．さらに，
フィ ドーバックから，自己の対応を確認できたことは，助産実
践者としての精神運動領域に働きかけた教育効果と考える．
浅川ら８）は模擬患者活用することにより，対象にあわせた看
護や，自己課題の明確化が可能になるととらえていた．今後
も継続して課題内容を吟味し，模擬患者の活用を検討してい
くことが必要となる．
２）課題Ｂ，Ｃ，Ｄについて
　「分娩準備」の課題 B について，学生は「産婦さんに背を
向けてしまっていた」・「目を背けずに準備を進める」 ・「患者さ
んの方を見ることができず」等，産婦の観察が不十分であっ
たと評価していた．また，「肛門保護」 ・「会陰保護」 ・「清潔操
作」等ができなかったと，分娩介助に関する技術不足を評価
していた．さらに，「呼吸法の誘導を産婦さんがどう感じるか」 
・ 「怒責を逃すよう声をかけてしまった」 ・「いきみ方の指導が適
切でなかった」 ・ 「分娩経過時間を考慮して，分娩準備を進め
る」 ・ 「優先順位を考えて準備できていなかった」等，状況を
考慮した助産提供の難しさを評価できた．
　「分娩介助」の課題 C について，学生は「会陰保護」，「肛
門保護」，「吸引方法」，「児の娩出」，「臍クリップの装着」，「出
生時間」，「アプガースコア」等，不足した分娩介助技術に具
体的に気づいていた．また，「産婦さんの顔を見ながら行った」，
「産婦さんと向き合って」，「目を向けて」等，観察から対象者
の状況把握の重要性を認識したと考える．
　「新生児の観察・計測」の課題 D について，「清潔操作」 ・「対
象者を確認してから行う」といった安全に対する技術と，「新
生児観察の項目」 ・ 「エア入りや異常呼吸」 ・ 「反射」等の観察
不足を評価できた．
　これら各課題に共通するものは知識・技術不足の再認識で
あった．修了を目前にした学生は「助産師となる自分」の不足
部分を確認したことで，能動的な学修姿勢に結びついたと考
える．このことから，OSCE は学修意欲向上のための一助に
なると考える．
３）今後への活用について
　学生は OSCE に参加したことで，知識・技術不足を再認識
しつつ，「今後どの部分を深めればよいのか分かった」 ・ 「復習
をして就職してから役に立てていきたい」等，修了前の自己
課題を明確化させていた．また，「緊張してしまうと，頭が真っ
白になる」 ・ 「自信のないところは緊張しているとできない」等
と，自己の傾向を分析し，さらに「自分ができるようになった
部分を発見できてよかった」・ 「実習で身についた部分を確認
することができた」と，現状の自己評価を行っていた．
　梶原ら９）は OSCE の効果を，自己を振り返る機会となる，
